
希望の拠点



麗宝楽園とは
麗宝楽園とは、台湾の台中にあるレジャー、娯楽、ショッピング、食事、

宿泊、レース観戦などが楽しめる複合型リゾートです。リゾート敷地内に
はテーマパーク、ホテル、アウトレットモール、サーキットなど様々な施
設があります。
年間来場者数は延べ930万人を超え、台湾観光スポットの中で最高の来

場者数を記録しています。

名称 麗寶集団

創業 1980年8月

集団総裁 呉寶田

従業員数 3,800名

集団資本金 200億NTD（約760億円）

事業内容

・建設事業（10社）
・不動産事業（6社）
・ホテル事業（17施設）
・商業施設事業（4か所）
・リゾート事業（2か所）
・ゴルフ場（1か所）
・海外事業（5か所） 他

▼運営会社▼
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北海道新発見ファクトリーとは

２０２０年２月に弊機構に出資し、台湾で道産品販売を推進する海外社員として
新たに加入しました。
漢方薬製造販売や北海道商品を扱う台湾商社であり、新光三越等の百貨店に
も多くの商品を卸している確かな信頼と実績を持っています。

北海道新発見ファクトリーとは、麗宝楽園アウトレットモール内にある
北海道のアンテナショップです。北海道の商品を取り扱うだけでなく、イ
ベントの開催や、各自治体よりご提供いただいた映像の上映など北海道全
体の魅力を伝えるような取り組みを行っております。

麗宝アウトレットモール3階 販売会場位置図運営会社：三社科技股份有限公司

名称 三社科技份有限公司

創業 ２０１５年７月３０日

集団総裁 潘宜芳

従業員数 １５名

主な販売先 新光三越等

販売会場は２００品目以上も陳列できる十分な販売スペース以外
にバックヤードには厨房があるので、試食調理等を通じたレシピ紹
介や食文化の発信も行うことが出来る。

販売会場
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事業概要

物 産 展

様々な物を見て買う

百 貨 店 飲 食 店

地域自治体と一緒に
フェアを開催

食べて味や文化に触れる

➢ 海外で北海道の『モノ』を売るために、必要な機能を備えた総合拠点
➢ 物産展、アンテナショップ、百貨店、飲食店の良い部分をミックス
➢ 『モノ』を売り、『情報』を発信することで、『食』の輸出を促し、『観光』を盛り上
げることで北海道経済を活性化！！

北海道の「食」と「観光」を総合的に
情報発信できる海外拠点希望の拠点 ＝

北海道新発見
ファクトリー
での取り組み

1. 参加者が販売を希望する商品を小売販売
2. 参加者が販売を希望する商品をインターネット販売
3. 参加者が販売を希望する商品を卸売販売
4. 自治体等のイベント開催
5. 自治体の観光PR映像の上映
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①出品申し込み ②輸出審査 ③商品の納品・輸出

➢ 参加者※1は出品を希望する商品の企画書を提出
して申し込みをします。

➢ 機構※2が商品情報をもとに輸出可否について
事前調査を行います。

➢ 苫小牧港の指定倉庫に納品をしてください。
➢ 機構が台湾までの輸出業務を代行します。（運
賃は配送完了後に参加者に請求致します。）

④委託販売 ⑤販売終了後 参考）結果のフィードバック

➢ 販売者※3が「北海道新発見ファクトリー」において
商品の委託販売を請け負います。（2ヶ月間）

➢ アンテナショップでの小売販売やネット販売の他、
百貨店、飲食店、卸問屋等への商談を行います。

➢ 委託販売による売上金を精算します。
➢ 販売者は売上金の25％、機構は5％を徴収し、
残り70％が事業者に還元されます。

➢ 希望者には販売結果のレポートに基づき、消費
者や販売業者からの商品開発や広告戦略等の
台湾におけるマーケティング評価をフィードバック
します。（※有償サービス）

事業の流れ
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※売上金が10万円の場合の収入金額
販売者（2.5万円）、機構（0.5万円）、参加者（7万円）の収入

※参加者が負担する費用
商品代金（実費）、輸送費（実費）、関税（実費）、海外送金手数料（１千円）

※マーケティングレポートのサービス料金
５万円（販売状況報告及びその結果、次の一手は？）

小売販売

ネット販売

販売業者との商談

※1 参加者：事業に参加する道内の製造・販売業者、地方自治体など
※2 機 構：一般社団法人北海道国際流通機構
※3 販売者：委託販売を行う「三社科技股份有限公司」

輸送費🚢
常温商品：1個7kgまで5,600円（1kg超毎800円加算）
冷凍商品：1個7kgまで6,650円（1kg超毎950円加算）
【例】常温 3kg×2CS＝11,200円

6kg×1CS＝5,600円
8kg×1CS＝6,400円

バンドル掛は苫小牧納品可ですが
輸送時は切り離してカウントされます。
1箱にまとめると輸送費を抑えられます。



販路拡大に繋がる

事業の活用方法

一度きりの委託販売ではなく、販売経路の
開拓や商品開発のための情報収集の場とし
て当企画を活用してもらいます。

【今回の企画】
北海道新発見ファクトリー

当企画の
ねらい
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マーケティング結果を活かす

※示している商品は例です

～売れ筋商品が出ると～

～例え商品が売れなかったとしても～

北海道新発見ファクトリーでは、一般的な小売販売だけでなく、
販売業者との商談を行うので、百貨店や飲食店、物産展等の
様々なチャネルへの販路拡大に繋がります。

また販路拡大の際には、今回の店舗
運営企業である“三社科技”が仲卸とし
て商品を買い取りますので、商品の在
庫リスクがありません！

機構が商品に対する消費者や仕入業者の声
を集めて、結果を報告します。
「なぜ売れなかったのか？」、「パッケージ？」、
「値段？」、「内容量？」等、台湾のリアルなマー
ケティング情報を収集できます！（＊有料）



お申し込みについて

▼申し込みはコチラから▼
http://hi-do.or.jp/

▼申込書送付先▼
info@hi-do.or.jp
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一般社団法人 北海道国際流通機構
（HIDO）
〒060-0052
北海道札幌市中央区南２条東１丁目１-１２
フラーテ札幌４階
TEL：011-522-7793 FAX：011-522-7649

本事業へのご参加を希望される方は、ホームページより申込書をダウンロードい
ただき、下記送付先メールアドレスまでご連絡ください。（Excel形式となります）

※申込書（商品規格書）のイメージ

mailto:info@hi-do.or.jp

